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【目的】葉酸は、体内でCiユニットのキャリアーとしてチミジル酸、プリン、アミノ酸な
どの生合成に関与しており、ＤＮＡ合成、細胞増殖において重要なビタミンである。今回、
正常な細胞増殖のモデルとして肝部分切除後の再生肝を用いて、肝再生時の肝細胞の増殖

に、葉酸がどのように影響を与えるかを検討した。

【方法】肝70%部分切除(PH)直後、24h. 48hに葉酸(200mg/kg)を腹腔内注射し、PH後24h.
48h，72hにおける肝再生中のチミジル酸合成酵素(ＴＳ)、チミジンキナーゼ(ＴＫ)の活性、

DNA, RNA量を測定した。ＴＳとＴＫの酵素タンパク量はImmunoblottingによって定
量した。

【結果】ＴＳ活性は、PH後24h再生後の肝で通常肝の約５倍に上昇し、48h, 72h後もそのレ

ベルを保持した。葉酸投与群においては、24hの活性上昇が対照群の60%に有意に減少する
が、48hでは対照群の２倍の値を示し、72hでは同程度となった。 ＴＫ活性は、対照群にお
いて、PH後24hで通常肝の約10倍に増加し、48h. 7211で各々5. 4倍となるが、葉酸投与群

においては、24hの活性上昇は認められず、48h, 72hでは対照群と同様の値を示した。こ
のようにＤＮＡ合成における２つの律速酵素ＴＳ，ＴＫの葉酸に対する応答が異なること

が明らかとなり、Immunoblottingの結果、これらの酵素活性の変化はその酵素タンパク量
によるものであることが判明した。 DNA，RNA量は、葉酸投与群のPH後72h再生後の
肝で対照群より有意に低い値を示した。これらの結果から、葉酸はPH後24hのＴＫ活性の
上昇を抑制することによって、肝再生を阻害することが明らかとなった。

2 Ep－ 5 ビタミンＡ欠乏と貧血
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　-U江　著しいビタミンＡ（ＶＡ）の不足は成長の遅延や貧血をもたらすこと、血清中の
ＶＡ量とヘモグロビン量が関連することなどが報告されている。一方、実験動物を用いＶ

Ａ欠乏症を生じさせたが、貧血は生じなかったという報告もあり、結果は必ずしも一致し
ていない。本研究では、ラットを用いＶＡ欠乏飼料を投与し、ヘモグロビン量、血清、肝
臓中の鉄量の測定を行い、またＶＡ欠乏ラットでは骨髄からの鉄の吸収が悪いとの報告が

あるので、骨中の鉄量を測定した。さらに鉄欠乏と脂質代謝との関連が報告されているの

で鉄欠乏動物を作成し、血清、肝臓中のレチノール量、血清トリグリセライド量について
検討した。

　方法　離乳直後のラットを用い、ＶＡ投与群（十V A,十F e ）、ＶＡ欠乏群（－ＶＡ一
十F e ）、鉄欠乏群（十ＶＡ，－Ｆｅ）に分け、７週間飼育した。血清鉄はニトロソPSAP

法、肝臓中の鉄量は原子吸光法、血清、肝臓中のレチノール量は高速液体クロマトグラフ
法、血清トリグリセライドは酵素法により測定した。

　結果　ＶＡ欠乏群では発育が遅延し、実験終了時の体重はV A投与群の76％であった。一
血清レチノール量はＶＡ投与群ではレチノール量が160 IU/lOOalに対しＶＡ欠乏群では13

　IU/lOOralで著しく低く、また肝臓レチノール量も低値を示した。一方、ヘモグロビン
量、血清、肝臓、大腿骨中の鉄量はＶＡ投与の有無による差は認められなかった。鉄欠

乏群でヽは肝臓中のレチノール量、血清トリグリセライド量が鉄投与群に比較し明らかに高
値を示した。
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